
富士通の Takane モデルの最新状況と知財業務への適
用評価

エグゼクティブサマリー

Takane は、富士通と Cohere が共同開発した日本語強化・企業向け LLM であり、2024年7月に戦略的パート
ナーシップと共同開発が発表され、2024年9月に正式提供が開始されました。厳密には「純国産単独開発モデ
ル」ではなく、Cohere の Command R+ をベースに、富士通の日本語向け追加学習・ファインチューニング
技術、ナレッジグラフ拡張 RAG、生成 AI 監査技術などを組み合わせた共同開発モデルです。富士通はこれを
グローバル市場向けに独占提供する立場を公表しています。 

2025年以降の公開情報を見ると、Takane は単体モデルというより、専有型 AI 基盤の中核コンポーネントと
しての色合いを強めています。クラウド側では「Fujitsu Cloud Service Generative AI Platform」が 2025年度
中の日本提供を前提に公表され、顧客ごとの専用プライベート領域にファインチューニング用データ・RAG
用データ・学習済みモデルを保存する構成が示されました。オンプレミス／ハイブリッド側では Nutanix
Enterprise AI への対応、Private AI Platform on PRIMERGY、さらに 2026年版の Fujitsu Kozuchi Enterprise
AI Factory において、Takane、ガードレール、量子化、内製型ファインチューニング、AI エージェント開発
基盤を束ねた構成が公開されています。 

性能面では、富士通公表値として JGLUE 平均 0.92 を記録し、同社比較表では GPT-4 の 0.84、GPT-4o の
0.88、Claude Sonnet 3.5 の 0.86 を上回っています。ただし、この比較は 2024年9月時点の富士通・Cohere
による計測であり、独立第三者による恒常的な公開ベンチマークではありません。2025年9月には Takane を
対象に、1ビット量子化でメモリ消費量を最大 94% 削減し、精度維持率 89%、推論速度 3倍を達成したとす
る強化技術が発表され、2026年2月には中央省庁のパブリックコメント業務 PoC で、約12万文字の実データ
を約10分で分類・要約し、法案条文との対応付けで 80%超の正答を示したこと、またソフトウェア改修 PoC
で 3人月相当が 4時間に短縮された事例が公表されています。 

知財業務への適用判断としては、条件付きで有力です。とくに有望なのは、特許明細書・社内発明届・拒絶
理由通知・審査経過・契約／法令文書の要約、クレーム分解、類似案件の整理、和文中心のドラフティング
支援、翻訳支援、社内ナレッジ QA です。一方で、先行技術検索、FTO 判断、意匠・商標クリアランス、最終
出願書面の確定のように、証拠性・網羅性・責任帰属が厳しい工程では、Takane 単独運用は不適であり、J-
PlatPat 等の公式 DB、RAG、監査ログ、人手レビューを前提に使うべきです。 Takane の公表資料には知財・
特許分野の導入事例は現時点で確認できませんが、法令文書・公用文・契約書・社内マニュアルなどの高難
度文書処理が主要ユースケースとして挙げられており、知財文書との親和性は高いと判断できます。 

最大の実務論点は、機密情報統制、生成物の法的整理、ログと証拠性、学習データの透明性不足です。公開
情報では、顧客データを専用プライベート領域に置くこと、オンプレミス対応、JDCC Tier 4 相当データセン
ター、7,700種超の脆弱性に対応したスキャナーとガードレールは確認できます。しかし、Takane 商用版に
ついて、正確なモデルアーキテクチャ、厳密なパラメータ数、学習コーパスの出所・権利処理、顧客プロンプ
トやログの保持期間、出力物の権利帰属を明示した公開利用規約は、本調査で確認できませんでした。これ
らは導入前に契約条項で詰めるべき論点です。 
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調査範囲と前提

本報告では、ユーザーが指定した以下の論点をすべて対象としました。

Takane の概要 
最新のリリース状況とロードマップ 
性能評価 
セキュリティ・プライバシー・データ保持方針 
導入事例と業界適用 
知財業務への適用可能性評価 
法的・倫理的リスク 
導入手順と推奨構成 
コスト見積りの枠組み 
参考情報源の優先順位

本調査では、富士通公式プレスリリース、富士通の製品紹介資料、Fujitsu Research Portal の技術公開資
料、Cohere の公式ドキュメント、日本の政府機関の公式ガイダンスを一次情報の中心に置きました。補助的
に、主要日本語 IT メディアや技術インタビューを参照しました。 

本件では、予算、対象ユーザー数、既存 DMS／文書管理基盤、特許検索基盤、SSO、監査要件、希望 SLA、
利用データ分類が未指定です。そのため、以下ではこれらを「制約未指定」として扱い、小規模・中規模・
大規模の複数シナリオで評価します。

制約未指定項目 本報告での扱い

予算 小規模・中規模・大規模の3シナリオで概算

利用人数 5–20人、50–200人、200人超の目安で整理

既存システム 一般的な DMS、チケット、SSO、検索 DB 連携を前提に推定

機密性レベル 特許草案・未公開発明・契約・対外秘文書を扱う想定

可用性要件 業務支援用途を想定し、最終審査・法的判断は人が担う前提

Takaneの全体像と最新状況

Takane の正確な理解には、まず「モデル単体」ではなく「富士通のエンタープライズ AI スタックの中核」
として捉える必要があります。2024年7月の提携発表時点で、Takane は Cohere の LLM をベースにした日本
語強化版として定義され、プライベート環境での利用、RAG 性能の引き出し、法令・企業ルールへの準拠支
援が重視されていました。2024年9月の正式リリースで JGLUE と Nejumi による日本語性能が前面に出さ
れ、2025年にはクラウド・オンプレ・ハイブリッドの各提供経路が整備され、2026年には Enterprise AI
Factory の中でファインチューニング・量子化・AI エージェントと統合された形で位置づけられています。 

富士通の 2026 年資料では、Takane を中核に、専有インフラ、トラスト技術、モデル軽量化、エージェント
開発効率化を一体提供する構成が図示されています。加えて、Takane は「日本語性能と画像解析能力を併せ
持つ」エンタープライズ向け LLM と説明されており、単なるテキスト LLM から、少なくとも運用上はマルチ
モーダル／画像理解を含む構成へと広がっていることが読み取れます。関連する富士通資料の図版は以下のス
クリーンショット参照です。 
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公開情報で確認できる仕様整理

項目 公開情報 判定

開発経
緯

2024年7月に富士通と Cohere が戦略的パートナーシップを締結。Takane は
Cohere LLM ベースの日本語強化版として共同開発開始。富士通がグローバル市
場向けに独占提供。 

確認済
み

目的
企業向け、プライベート環境前提、高精度日本語、RAG・法令／企業ルール準
拠、業務特化カスタマイズ。金融、官公庁、R&D、製造、医療など高セキュリ
ティ領域が主要ターゲット。 

確認済
み

アーキ
テク
チャ

公開一次情報で確認できるのは「Command R+ ベース」であることと、2026年
資料で LLM/VLM/MLLM を含む Multi-LLM スタックの中核であることまで。層
数、MoE の有無、Tokenizer、Context 長などの詳細は未確認。 

一部確
認 / 詳
細未確
認

モデル
サイズ

2024年公開では “medium-sized LLM” と表現。2025–2026資料では小〜大規模モ
デルのラインアップが示唆される。公開文書で Takane の厳密なパラメータ数は
未確認。参考として、ベース系統の Command R+ の公開研究版は 104B とされ
る。 

一部確
認 / 厳
密値未
確認

学習
データ
の種類
と範囲

2024年時点で、ベースの Command R+ は「一から独自データで学習され安全
性・透明性に優れる」と説明され、Takane には富士通の日本語追加学習・ファ
インチューニングが加わる。Takane 固有コーパスの出所、トークン総量、ライ
センス処理方針は未確認。関連する Fujitsu の先行研究である Fugaku-LLM では
約4,000億トークン、うち約60%が日本語、残りが英語・数学・コードであること
が公開済みだが、これは別モデル。 

一部確
認 / 詳
細未確
認

提供形
態

Fujitsu Kozuchi、DI PaaS、Fujitsu Cloud Service Generative AI Platform、
Private AI Platform on PRIMERGY、Nutanix Enterprise AI、Enterprise AI
Factory。オンプレ、プライベートクラウド、ハイブリッドに対応。 

確認済
み

API /
SDK

Fujitsu Research Portal では API / Web アプリを無償公開。Nutanix Enterprise
AI は主要 LLM 向け endpoint API を提供。Enterprise AI Factory では vLLM・
OpenAI 互換 LiteLLM・Dify・JupyterLab がスタックに含まれる。Takane 単体の
公開 REST API 仕様書や専用 SDK は本調査では未確認。 

一部確
認 / 詳
細未確
認

ライセ
ンスと
利用規
約

Takane の公開モデルウェイトや OSS ライセンスは確認できず、商用サービス／
個別契約型とみるのが妥当。Research Portal には利用規約と個人情報取扱いの
公開があるが、これは試用ポータル側の規約。Takane 商用版の詳細契約条項は
未確認。 

契約型
と推
定 / 公
開詳細
未確認

公開マイルストーンとロードマップ

以下のタイムラインは、Takane に関する公開マイルストーンを一次情報ベースで整理したものです。なお、
セマンティックな「バージョン履歴」や正式な version number の一覧は公開確認できませんでした。公開
されているのは、主としてサービス提供・技術追加・適用領域拡大の里程標です。 
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ロードマップとして明示されている今後計画は三つあります。第一に、FY2025 後半から量子化 Takane の
trial 環境を順次提供すること。第二に、FY2026 に政策立案・法制業務へ包括適用可能な生成 AI サービスを
提供すること。第三に、FY2026 中に AI-Driven Software Development Platform の適用範囲を金融・製
造・流通・公共へ拡大し、顧客やパートナー向けにサービス提供を開始することです。これらを見る限り、
Takane は単なる日本語 LLM の販売よりも、業種別アプリケーションと AI ワークフローを伴う実装型オファ
リングへ進んでいます。 

性能とセキュリティの検証

公開ベンチマークと実証で読めること

2024年9月の富士通公表では、Takane は JGLUE で平均 0.92 を記録し、同じ比較表内で Command R+ の
0.84、GPT-4 の 0.84、GPT-4o の 0.88、Claude Sonnet 3.5 の 0.86 を上回っています。個別タスクでも、JNLI
は 0.94、JSQuAD は 0.93 で、比較対象群より高い値です。さらに Nejumi LLM Leaderboard 3 では、意味理
解 0.862、構文解析 0.773 で最高性能とされました。ただし、富士通自身が注記している通り、JCoLA と
JNLI は ground truth の不確かさに対して複数アノテータで修正した参考値であり、独立第三者による常設比
較ではなく vendor-measured benchmarkとして読む必要があります。 

指標 Takane Command R+ GPT-4 GPT-4o Claude Sonnet 3.5

JSTS 0.93 0.88 0.91 0.89 0.90

JCoLA 0.84 0.71 0.65 0.82 0.66

JNLI 0.94 0.77 0.83 0.84 0.90

JCommonsenseQA 0.98 0.96 0.95 0.98 0.97

JSQuAD 0.93 0.86 0.84 0.86 0.87

JGLUE 平均 0.92 0.84 0.84 0.88 0.86

表の数値は富士通の 2024年9月公表値です。 

2025年9月の再構成技術では、Takane に対して 1ビット量子化を適用し、メモリ消費量 94% 削減、精度維持
率 89%、推論速度 3倍が公表されました。加えて、同研究ページでは、教師モデルの 100分の1 のパラメー
タサイズの生徒モデルで教師を上回る精度、GPU メモリ使用量と運用コストの 70% 削減も示されています。
ここで重要なのは、Takane の将来価値が「大きい日本語モデル」そのものよりも、軽量化・蒸留・業務特化
モデル生成の土台として拡張されている点です。 

2026年2月の PoC 実績は、知財業務に近い「長文・制度文書・要件照合」の可用性を見る上で有用です。中
央省庁のパブリックコメント業務では、約12万文字の実データに対し、賛否分類や要約を約10分で自動化
し、さらに法案条文と意見の対応付けで 80%超の正答を示しました。別件の AI-Driven Software
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Development Platform では、法令改正に伴うソフトウェア改修案件について、従来 3人月かかっていた 1案
件を 4時間に短縮し、生産性を 100倍に向上したとされます。これらは知財用途そのものではありませんが、
法規・仕様・長文読解・変更影響把握という点で、特許・契約・規格文書処理とかなり近い能力要件です。 

GPT-4o、Llama、Gemini などとの比較で言えることと言えないこと

公開一次情報ベースで 直接数値比較があるのは GPT-4、GPT-4o、Claude Sonnet 3.5、Command R+ で
す。Llama 系や Gemini 系について、Takane 自身の head-to-head 数値を示した一次情報は本調査では確
認できませんでした。そのため、Takane を GPT-4o や Llama、Gemini と横並びで断定評価するのは避ける
べきです。 

ただし、富士通の 2026年紹介資料では、Takane の系譜にある Cohere Command A を引きつつ、H100 必要
枚数で Command A 2枚、Llama 3.3 405B 8枚、DeepSeek V3 16枚、GPT-4o 推定 16枚という効率比較、
および 156 tokens/sec、GPT-4o 比 1.75倍、DeepSeek-V3 比 2.4倍という説明が掲げられています。もっと
も、これは Takane 単独の公開実測ではなく、資料中でも Cohere の command-a  ソースに依拠した説明で
す。したがって、これを Takane の公式性能値として読むべきではなく、Takane が依拠する
Fujitsu×Cohere 系列の計算効率水準を示す補助情報として扱うのが妥当です。 

セキュリティ、プライバシー、データ保持で確認できること

セキュリティ面で公開一次情報がもっとも強いのは、専有環境と顧客データ分離です。2025年2月発表の
Fujitsu Cloud Service Generative AI Platform では、ファインチューニング用データ、ファインチューニング
済み LLM、RAG 用データが顧客ごとの専用プライベートクラウド領域に保存されること、顧客データを富士
通 DC 内の private area で処理すること、JDCC Tier 4 相当のデータセンターから提供すること、共有 GPU に
より dedicated 構成より初期費用を下げることが示されています。 

オンプレミス／専有型の側面では、Enterprise AI Factory と Private AI Platform on PRIMERGY により、デー
タを外部に出さない AI 活用、オンプレ設置、専有 DC 環境、HW 保守・LLM 基盤保守・監視・ITSM・ヘルプ
デスクまで含むマネージド運用が公開されています。2026年 Enterprise AI Factory の構成イメージには、
Prometheus / Grafana による監視、Langfuse によるログ管理、Weaviate、vLLM、OpenAI 互換 LiteLLM、
Dify、JupyterLab が含まれており、少なくとも監視基盤・実行基盤・アプリ層ログまで含めた運用が可能で
あることが分かります。 

トラスト技術としては、富士通は 7,700種超の脆弱性に対応した LLM 脆弱性スキャナーとガードレールを公
表しており、不正入力や不適切出力の抑止、説明機能、最適防御ルールの自動生成を示しています。これは知
財業務で重要な、プロンプトインジェクション、規程逸脱出力、機密文書の誤要約、誤引用などへの運用上
の防波堤になりえます。 

一方で、公開情報として未確認なのは、Takane 商用版におけるプロンプトログ保存期間、モデル改善への再
利用可否、削除要求への応答仕様、バックアップ方針、RBAC 詳細、SLA 数値です。Enterprise AI Factory 資
料にはログ管理やサービスレベル管理の記述はありますが、 バックアップ  や 権限  に関する具体記述は本
調査では確認できませんでした。したがって、知財用途では「公開資料に書いていないから大丈夫」とは考え
ず、ログ保持期間、学習再利用禁止、データ所在地、削除、DR、監査権限を契約上明文化する必要がありま
す。 

知財業務への適用可能性

Takane の公表資料には、知財・特許業務の明示的導入事例は現時点で確認できません。ただし、2025年カタ
ログでは 法令文書、公用文、契約書、社内マニュアル、技術マニュアル、研究報告のような「高度専門文書
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を扱う業務」を主要ユースケースとして掲げています。2026年資料でも、金融・保険、公共、製造、医療の
ような高機密・規制産業を主対象とし、MCP 連携や専有環境での内製型ファインチューニングを支援してい
ます。これらの特性は、特許明細書・拒絶理由通知・審査経過・発明提案書・契約条項・規格文書を日常的
に扱う知財部門と整合的です。 

以下の表は、Takane の公表機能と、日本の公式知財・個人情報・AI ガバナンス資料を踏まえて行う実務的な
適用評価です。先行技術検索や商標・意匠クリアランスでは、J-PlatPat 等の公式 DB を必ず併用し、Takane
は検索文生成・要約・照合支援に限定するのが前提です。 

知財機
能

適
合
度

期待される利点 限界
必要な前処理 / 後処
理

精度要件と運
用注意

特許調
査の論
点整理

高
い

発明ポイント抽出、
IPC/Fターム候補
化、検索式たたき
台、和文の長文要約
に強い

検索 DB そのもの
ではない

発明届・図面・先
行文献を構造化、
検索後は人が
relevance 判断

Recall 優先。
出力根拠の引
用、検索式保
存、レビュー
必須

先行技
術検索

条
件
付
き

クエリ拡張、類義
語・英訳・観点展
開、ヒット集合のク
ラスタリング

見落とし責任を
LLM に転嫁でき
ない。公式 DB な
しでは不可

J-PlatPat、海外
DB、社内文献庫と
RAG 連携。査読後
にサーチャー確認

最終判断は
人。FTO や無
効資料探索で
単独運用は不
可

明細書
ドラフ
ト作成

条
件
付
き
で
有
力

和文明細書の叩き
台、作用効果の言語
化、実施形態整理、
背景技術要約

サポート要件逸
脱、追加事項、ク
レーム過広の危険

発明者ヒアリン
グ、クレーム骨
子、実験データ整
理。弁理士が全文
点検

追加事項ゼロ
が要求される
ため、人手レ
ビュー必須

クレー
ム解析

高
い

独立項の構成要件分
解、従属項依存関係
整理、侵害/非侵害
観点の候補化

法的解釈は最終的
に人が行う必要

請求項を構造化
JSON 化。後段で表
形式レビュー

項番・参照関
係の誤りを機
械的に検出す
る仕組みが必
要

要約・
レポー
ト・経
過管理

非
常
に
高
い

OA 要約、審査経過
のタイムライン化、
面談メモ整理、役員
向け報告効率化

出力のニュアンス
変化、文責問題

文書の版管理、出
典紐付け、重要箇
所ハイライト

誤引用・誤日
付に対する検
証手順を入れ
る

翻訳
高
い

日本語中心の明細
書・社内文書・契約
条項の多言語下訳

法的定訳・技術定
訳の統一が必要

用語集、既存対訳
メモリ、クレーム
単位分割

出願用最終版
や契約条項は
専門家校閲が
前提
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知財機
能

適
合
度

期待される利点 限界
必要な前処理 / 後処
理

精度要件と運
用注意

意匠調
査

中
程
度

画像解析能力と要約
能力を使った観点整
理、意匠説明文生成
支援

類否判断は画像検
索 DB と審美的判
断が不可欠

画像特徴量検索や
J-PlatPat 意匠検索
と連携

類似画像の網
羅不足は許容
しにくく、単
独利用不可

商標調
査

中
程
度

指定商品役務整理、
称呼・観念・外観観
点の整理

近似判断や最終
clearance は DB
と実務判断が必要

J-PlatPat 商標検
索、称呼辞書、NG
ルール連携

出願可否判断
は人。誤検
出・漏れの両
方に注意

ワーク
フロー
統合

高
い

OpenAI 互換実行基
盤、API、MCP 連
携、Dify などで既存
申請・文書基盤に組
み込みやすい

権限制御・監査・
版管理を別設計し
ないと危険

DMS、案件管理、
DB、SSO、監査ロ
グ設計

プロンプト・
出力・参照文
献・モデル版
を一体ログ化
すべき

この表から導ける実務結論は明確です。Takane は「知財判断そのもの」より「知財文書処理と調査ワークフ
ローの加速」に向くモデルです。特に長文日本語、法令・契約・技術文書、閉域運用、ファインチューニン
グ、RAG、監査技術という公表特性は、知財部門の現場要求とよく噛み合います。一方で、検索網羅性と最終
責任が問われる工程では、公式 DB・ルールベース検証・人手レビューを緊密に組み合わせる必要がありま
す。 

知財部門での推奨ワークフローは、概ね次のようになります。Takane は 入力文書を理解し、検索観点を生成
し、RAG で社内・公的データを参照しながら下書きと分析を返す役割に限定し、証拠保全・最終判断・権利
化方針決定は人に残す構成が最も安全です。Takane のプラットフォームが OpenAI 互換実行基盤や MCP 連
携を持つことから、DMS、案件管理、J-PlatPat 連携、翻訳メモリ、テンプレート管理との接続余地は大きい
とみられます。 

法務・倫理・ガバナンス上の論点

第一の論点は、機密情報漏えいです。特許草案、未公開発明、共同研究契約、ライセンス条件、発明者情報
は、個人情報と営業秘密の双方にまたがることが多く、一般公開型 SaaS に投入しにくいデータです。
Takane の利点は、顧客専用 private area、オンプレミス、プライベート環境、専有 DC、ガードレールと
いった点にありますが、それでも PPC の個人情報保護法ガイドラインが求める安全管理措置、アクセス統
制、不正アクセス防止、本人が知り得る状態への適切な開示などを満たす設計が必要です。知財用途では、
案件単位・部門単位のデータ分離、外部共有禁止タグ、閲覧権限の細粒度化、出力の二次保存統制が必須で
す。 
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発明届・OA・契約・規格文
書

前処理
分割・OCR補正・機密ラベ

ル

Takane + RAG社内ナレッジ
過去出願・審査経過

J-PlatPat /公的DB

要約・検索式・クレーム分
解・翻訳下訳

人手レビュー
弁理士・知財担当

確定文書・案件管理・監査
ログ保存

32

7

https://docs.fujitsu/documents/003331/fujitsu-generative-ai-for-cohere-catalog-jp.pdf
https://docs.fujitsu/documents/3-000646/kozuchi-enterprise-ai-factory-introduction-ja.pdf
https://www.fujitsu.com/global/about/resources/news/press-releases/2025/0213-01.html


第二の論点は、生成物の帰属と二次利用です。文化庁は、AI と著作権の関係で、AI 開発者・提供者・利用者
の各立場に応じたリスク管理を示し、一定の場合には AI 提供者にも侵害責任が及びうるとしています。した
がって、Takane で作成した明細書ドラフト、契約レビュー結果、意見書草案については、そのまま対外文書
にしないこと、出典証跡を残すこと、既存著作物との類似性・依拠性を確認することが必要です。 Takane 商
用版について、生成物の権利帰属を明示した公開規約は本調査で確認できなかったため、この点は契約交渉
事項です。 

第三の論点は、バイアス・説明可能性・証拠性です。METI・総務省の AI 事業者ガイドラインは、継続的リス
ク評価、透明性、人間による適切な関与、インシデント対応を前提としています。知財実務では、なぜその
クレーム解釈になったのか、なぜその引用例を上位に置いたのか、なぜその翻訳語を選んだのかを、後から
再現できなければ証拠性に弱い。したがって、Takane を知財部門に入れるなら、プロンプト、参照文献、
RAG ヒット、出力、モデル版、ガードレール適用結果、レビュー者、確定日時を一体で記録する監査ログが
必要です。 Enterprise AI Factory の Langfuse を含むログ管理は、この方向性と整合します。 

第四の論点は、創作主体・発明者性の整理です。特許庁は AI 技術の発達を踏まえた制度上の適切な対応につ
いて引き続き検討を深めており、日本の知財制度でも AI 利用下の創作主体は安定論点ではありません。この
ため、Takane を用いてクレーム案や明細書案を生成しても、発明の認識、課題設定、効果の把握、権利化判
断を行った人間の寄与を明確に残す運用が不可欠です。 AI は文章化支援者として使い、発明者・創作者・決
裁者は人であることを業務規程上明示すべきです。 

導入構成とコストの考え方

知財業務への Takane 導入では、クラウド単独よりも、ハイブリッドかオンプレ寄りが現実的です。理由は、
知財部門が扱うデータに未公開出願、共同研究、係争予備分析、個人情報、秘密情報が混在しやすく、案件
ごとに分離統制が必要だからです。富士通自身も、Takane を private area を伴うクラウドサービス、Private
AI Platform on PRIMERGY、Nutanix Enterprise AI、Enterprise AI Factory といった専有環境寄りの形で展開
しています。 

制約未指定を踏まえた推奨構成

シ
ナ
リ
オ

推奨構成 向く組織像 セキュリティ要点 コメント

小
規
模

Fujitsu Cloud Service
Generative AI Platform または
NAI マネージド / Private Area 活
用

先行導入、要
約・翻訳・ク
レーム分解中心

private area、SSO、
出力保存制限、レ
ビュー必須

立ち上がりが
速い。まずは
閉域 RAG を作
る

中
規
模

ハイブリッド。開発・評価はク
ラウド、本番は NAI / NCP また
は PAPP Small/Medium

部門横断で 50–
200 人利用、検
索支援も導入

開発系と本番系の分
離、案件別ベクトル
DB、監査ログ一元化

知財部＋法務
部＋研究部門
に適合

大
規
模

Enterprise AI Factory on
PRIMERGY / Dedicated DC /
Large 構成

全社 IP オペ
レーション、複
数法人、厳格
監査

専有環境、RBAC、
SOC 連携、DR、モデ
ル承認ワークフロー

長期的に最も
安定。初期投
資は大きい
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表の構成分類は、富士通が公開している PAPP の Very Small / Small / Medium / Large 構成、Nutanix 対応、
Enterprise AI Factory の専有型設計に基づきます。Small は RX2540（L40S×1）、Medium は RX2540
（L40S×2）、Large は GX2570 M8s が例示されています。 

推奨セキュリティ対策としては、案件別 RBAC、監査ログ、二段階承認、データ分類ラベル、プロンプト／出
力の保存ポリシー、ベクトルストアの暗号化、社外秘出力の自動マスキング、バックアップと DRをセットで
設計すべきです。富士通の公開資料にはログ管理、監視、サービスレベル管理はありますが、バックアップ
詳細や権限モデルの公開記述は見当たらないため、ここは利用者側で補うべき領域です。 

コスト見積りの枠組み

Takane の公開価格表は確認できません。したがって、実務上の見積りは「ライセンス費用」「GPU 基盤」
「SI／連携」「保守運用」「評価・ガバナンス工数」を分けて考える必要があります。富士通自身が、共有
GPU によって dedicated 環境より初期コストを削減できること、また Small/Medium/Large の GPU 構成を
公開しているため、少なくともコストが GPU 枚数と専有度に強く依存することは明らかです。 

費用の考え方は、次の式で整理すると実務的です。

初年度総額
= 利用ライセンス/サービス料
+ GPU/サーバ/ストレージ費
+ 導入SI/連携費
+ セキュリティ設計/監査ログ整備
+ 評価データ整備/精度検証
+ 運用保守費

実務向けの概算レンジ

以下は、富士通公開の構成規模を前提にした筆者推定のレンジです。富士通の正式見積ではなく、知財部門
向け導入の実務判断に必要な粗い目安として扱ってください。

シナ
リオ

想定構成
初年度総額の目

安
年間運用費

の目安
見積り根拠

小規
模

private-area 型クラウド or
Small 構成、要約・翻訳・ク
レーム分解中心

数百万円台後
半〜1,500万円

前後
数百万円台

共有 GPU で初期費低
減、RAG と基本 SI が中
心

中規
模

Small/Medium 構成、検索支
援・案件管理連携・ログ統合ま
で実施

2,000万〜
8,000万円程度

1,000万〜
4,000万円程

度

GPU 複数枚、SSO、
DMS/DB 連携、評価運
用が増える

大規
模

Enterprise AI Factory / Large /
専有 DC、DR・SOC・複数部門
利用

8,000万円〜数
億円規模

3,000万円〜
1億円超

専有基盤、監査、冗長
化、継続学習・運用体
制が必要

このレンジのばらつきが大きい最大理由は、ライセンス費用が非公開であること、また 検索 DB 連携、監査
ログ、DMS、翻訳メモリ、テンプレート管理、SLA、DR の要件差が大きいことです。導入前には、最低でも
「同時利用者数」「1日あたり処理文書量」「RAG で参照する文書総量」「保持期間」「学習再利用禁止条
項」「監査年数」を見積票に落とすべきです。 

37

38

39

40

9

https://docs.fujitsu/documents/3-000646/kozuchi-enterprise-ai-factory-introduction-ja.pdf
https://docs.fujitsu/documents/3-000646/kozuchi-enterprise-ai-factory-introduction-ja.pdf
https://www.fujitsu.com/global/about/resources/news/press-releases/2025/0213-01.html
https://www.fujitsu.com/global/about/resources/news/press-releases/2025/0213-01.html


情報源の優先順位と総合判断

本調査で実際に重視した情報源の優先順位

優先順
位

情報源群 本報告での役割

最優先
富士通公式プレスリリース、製品ペー
ジ、PDF 資料

リリース状況、提供形態、性能値、ロードマップ
の一次確認

次点
Fujitsu Research Portal / 技術紹介ペー
ジ

量子化、特化 AI 蒸留、API 公開、業界ユースケー
スの技術補足

次点 Cohere 公式 docs / blog / model card
ベースモデル系譜、効率比較、公開パラメータの
参考値

次点 日本の政府公式資料
個人情報保護、AI ガバナンス、著作権、知財制度
上のリスク整理

補助
主要日本語 IT メディア・技術インタ
ビュー

開発背景や市場文脈の補強。ただし一次情報に従
属

この優先順位は、ユーザー要請どおり、富士通公式、技術白書、学術・技術公開、主要 IT メディア、日本語
ソース優先の順で構成しています。実際の中心ソースは、2024年7月・9月、2025年2月・4月・9月、2026年2
月の富士通関連発表と、2026年版 Enterprise AI Factory 資料でした。 

総合判断

総合すると、Takane は 知財業務に「導入可」です。ただし、適用領域は厳密に切り分けるべきです。最も適
しているのは、文書理解、要約、クレーム分解、翻訳下訳、拒絶理由通知や審査経過の整理、社内ナレッジ
QA、検索式候補生成のような「日本語長文の圧縮・構造化・補助推論」領域です。これは、Takane が公表
上すでに法令文書・契約書・公用文・研究報告などの高度文書を対象としており、JGLUE と実証 PoC でもそ
の方向の強みを見せているからです。 

逆に、先行技術検索の最終網羅性、FTO、無効資料探索、意匠・商標の clearance、出願文書の最終責任、
係争証拠化のような工程は、Takane を中心に据えてよい領域ではありません。ここでは、公式 DB、RAG、
ルールベース検査、弁理士・法務レビュー、監査ログが本体であり、Takane はその生産性向上レイヤーとし
て使うべきです。 

導入構成としては、知財用途では オンプレまたはハイブリッドが第一推奨です。とくに未公開発明、共同研
究、契約、個人情報を扱うなら、Generative AI Platform の private area や、Private AI Platform on
PRIMERGY、Enterprise AI Factory が Takane の公開ポジショニングと整合的です。公開資料だけでは足りな
い項目、すなわち 顧客ログの保存期間、学習への再利用禁止、RBAC 詳細、SLA、バックアップ、生成物の
権利帰属は、必ず見積・契約・セキュリティレビューの段階で確認してください。これらが固まるなら、
Takane は日本語中心の知財実務で、主要外資モデルに対する有力な専有型選択肢になります。 

https://pr.fujitsu.com/jp/news/2024/07/16.html
https://pr.fujitsu.com/jp/news/2024/07/16.html
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